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■ 平成22年10月期 連結決算概要■ 平成22年10月期 連結決算概要

18.9％５０７百万円４２６百万円当期純利益

前期比平成２２年１０月期平成２１年１０月期

5.7％４０１百万円３８０百万円経常利益

3.8％９，２６０円９３銭８，９２４円０２銭
１株当たり
当期純利益

14.6％４５０百万円３９３百万円営業利益

△3.1％１１，５４０百万円１１，９０８百万円売上高

•売上高については、テレマーケティング事業の増収、新規事業の開始というプラス要因はあ
るものの、移動体通信事業は普及率の飽和等厳しい経営環境が続くなかでスマートフォン等
の効果もあり、通期では減収のものの、下期（５月～10月）の実績は前期比で増収に転じ、
連結売上高は下げ止まる気配であります。

•営業利益については、売上高の減少や新規事業への先行投資の影響はあるものの、前期は
営業損失△37百万円を計上したテレマーケティング事業の黒字化（営業利益88百万円）の
貢献により増益となっております。
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■ 平成22年10月期 連結業績■ 平成22年10月期 連結業績

（百万円）連結業績

ー６８0.9％△９９1.4％△１６７法人税等調整額

18.9％８０4.4％５０７3.6％４２６当期純利益

60.1％１４５3.4％３８６2.0％２４１税金等調整前当期純利益

ー123△0.1△14△1.2％△１３８特別損益

5.7％２１3.5％４０１3.2％３８０経常利益

ー△３５△0.4％△49△0.1％△１３営業外損益

14.6％５７3.9％４５０3.3％３９３営業利益

2.0％２0.9％１０８0.9％１０６のれん償却額

107.2％２６0.4％５１0.2％２５販売促進費

5.7％１２2.0％２２７1.8％２１５地代家賃

5.6％４１6.8％７８９6.3％７４８うち、給与手当等

9.5％14614.7％１，６９１13.0％１，５５４販売費及び一般管理費

10.5％２０３18.6％２，１４１16.3％１，９３８売上総利益

△3.1％△３６７100.0％１１，５４０100.0％１１，９０８売上高

増減率増減額対売上高金額対売上高金額

前期比平成２２年１０月期平成２１年１０月期
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■ 平成22年10月期 連結業績■ 平成22年10月期 連結業績

四半期推移
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■ 平成22年10月期 連結業績■ 平成22年10月期 連結業績

財政状況 （百万円）

•総資産は主に現金及び預金、
売掛金の増加により増加。

•負債では、短期借入金を長
期借入金に借り換え、流動比
率が改善。

•純資産では、順調な利益の
積み上げにより、自己資本比
率が大幅に回復。

•新規事業への初期投資費
用及び子会社株式取得費用
として新規に借入を行ったが、
純有利子負債額は、順調に
減少。

※純有利子負債額は、「短期借入金＋１
年内返済予定長期借入金＋1年内償還
予定社債＋長期借入金＋社債-現金及
び預金」で計算しております。

１，１９９１，１７２資本金

７９１５６８現金及び預金

１，５３９１，８７３純有利子負債額

３７．３％３０．０％自己資本比率

５，８６４５，４７５負債・純資産合計

２，１１４１，６４８純資産

１７７△３１７利益剰余金

８２２７９５資本剰余金

３，７５０３，８２７負債合計

１，３９１１，１８２長期借入金等

１，４５１１，２３１固定負債

９４０１，２５９短期借入金等

２，２９８２，５９５流動負債

５，８６４５，４７５総資産

３，４６２３，４６２固定資産

２，４０１２，０１２流動資産

平成２２年１０月期平成２１年１０月期
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■ 事業セグメント別売上高・営業利益■ 事業セグメント別売上高・営業利益

△10.7％１０６１２０
不動産賃貸
事業

61.4％５４８３３９
テレマーケ
ティング事業

３７

１０，８４７

H22.10期

―

１１，４４８

H21.10期

―その他

△5.3％
移動体通信
事業

対前年比

事業セグメント別売上高 事業セグメント別営業利益（百万円） （百万円）

―８８△３７
テレマーケ
ティング事業

△48.7％１７３４
不動産賃貸
事業

△３１

５１７

H22.10期

―

５４２

H21.10期

―その他

△4.6％
移動体通信
事業

対前年比

■ 移動体通信事業
スマートフォン等の新製品投入等もあり販売台数は増加だが、平均単価の低下、移
動体通信キャリアの販売手数料変動等の影響もあり減収減益となるも、第４四半期会
計期間（８月～１０月）は増収増益にて進捗しております。

■ テレマーケティング事業
事業所の統合と稼働率の改善による効果と取扱商材の増加により増収増益（黒字
化）となっております。

■ 不動産賃貸事業
新規テナントを誘致するも、減収減益となっております。

■ その他
ソーシャルアプリ事業、介護事業、通信回線サービス契約受付事業を開始。先行費
用が発生しております。
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 作品

■ ソーシャルアプリ事業■ ソーシャルアプリ事業

平成22年7月21日の「アーマードギガス」の
提供から、本格的にソーシャルアプリ事業を
開始しました。

世界へとつながり、高い成長性が見込めるＳ
ＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・システム）
分野は当社グループの新規事業の種（シー
ド）となるものと考えております。

各作品につきましては、下記をご覧ください。

http://www.k-seed.co.jp/index.html
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■ 介護事業■ 介護事業

■ 株式会社京王ズライフクオリティ

理学療法士を施設長として、個別リハビリプログラムにより、
本格的なリハビリテーションで生活向上をめざします。

“誰もが暮らしやすい地域づくり”の拠点として

いまだかつて経験したことのない長寿高齢化社会になりつつある日本。年齢を重ねることは決し
てマイナスではなく、心身共に毎日を活き活きと送っていただけるよう、スタッフ一同誠心誠意
サービスの提供に努めて参ります。

•ご利用者の意志を尊重します。
•ご家族のご意見、ご要望をしっかりとお伺いします。
•リハビリを通して、機能の維持・回復をめざします。
•デイサービスの延長、夜間宿泊サービスでご家族の心身のご負担を軽減します。
•ご利用者とご家族が満足いただけるサービス提供で、安心と信頼をめざします。
•施設運営により、地域の雇用促進の役目を担います。
•地域に根ざし、地域のみなさまと共に歩んでいける企業であり続けます。
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10.4％５６０百万円５０７百万円当期純利益

前期比
平成２３年１０月期

予想

平成２２年１０月期

実績

12.1％４５０百万円４０１百万円経常利益

10.0％１０，１８９円０４銭９，２６０円９３銭
１株当たり
当期純利益

10.9％５００百万円４５０百万円営業利益

8.7％１２，５４０百万円１１，５４０百万円売上高

■ 平成23年10月期の業績予想について■ 平成23年10月期の業績予想について

 平成２３年１０月期連結業績予想


